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今月は  基本の教育と識字率向上　ロータリーの友  月間です

第９回　（２３３４回）　　例会報告 ２０１８．　８．３０　
1． 開会宣言　点鐘

2． ソング 「 君が代 」  「 奉仕の理想 」
3． 来訪者紹介

4． 出席報告 オードリー・ウェイイーさん　　受入米山奨学生
5． 会長の時間・会長報告・理事会報告 石薇さん　　元米山奨学生
6． ニコニコ報告

7． 委員会報告

8． 幹事報告

9． 卓話：　近畿大学農学部長　重岡　成様

10． 閉会宣言　点鐘

　　　（追山会長）
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「植物・藻類による食糧・バイオ燃料・医薬品の生産」
ー未来を拓く 遺伝子組換え作物とユーグレナー
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会員数
出席計算

免除会員数

「　週に一度　」

第10 回（2335回）例会プログラム平成30年9月6日（木）

ソング

出席会員数

来訪者紹介

出席報告

会長の時間

9月
　三重塔内

宝冠阿弥陀如来と極彩色壁画

31/35

出席率

通 算 2334 回 46 8/11 24/35 74.4%
通算2332回修正 46 9/11 90.9%

欠席者数

11

4

皆様今晩は、まだまだ暑い日が続いていますが体調はいかがですか？また、台風２１号が発生いたしました。

週明け頃に接近しそうですね。１９６７年ぶりに多くの発生の見込みです。

吉野のなし狩り園でも先日の２０号で幸水が多く落果し、なし狩り期間が早く終了するとの事です。

奈良市は災害の少ないところですが、今年はまだまだ何が起こるのか心配です。

何卒、１０月２０日IMの日だけは晴天で何も起こらないように祈りたいです。

さて、２６日の第１回家族親睦移動例会「ひらまつ」の美味しい料理に

舌鼓をしました。特に私はボルドーの白ワインが美味しくお代わり

を何杯もさせて頂きました。

またキュリオスのパフォーマンスも何回見ても素晴らしかったですね。

ご参加の皆様有難うございました。

本日は第１回クラブフォーラムです。

会員皆様の基端ないご意見を宜しくお願い致します。

有難うございました。以上で会長の時間といたします。



　

（猪上幹事）

ニコニコ報告出席表彰

幹事報告

■８月出席者表彰■

三木 武彦会員 （在会21年）

谷垣 嘉輝会員 （在会17年）

寺田 信弘会員 皆出席1年 （在会1年）

小松 玲子会員 皆出席1年 （在会1年）

追山重法会長

家族親睦会ご参加ありがとうございました。

又台風が来ますが・・・・・。

林秀彦会員

あつい、あつい、あつい８月もあと２日。

あまり来てほしくない台風が来ますと少し

涼しくなるのでは？会員の皆様元気で頑張り

ましょう。

美並義博会員

おくればせながらの８月の誕生祝 有難う

ございます。

小原壮一会員

マコトさん 色々な相談、御指導に感謝

有馬康明会員

先日のキュリオスたのしかったです。子供、

マゴ全員で９名で参加させていただきました。

親睦委員さんありがとうございました。

猪上正孝会員、谷垣嘉輝会員、津山初雄会員、

奥田裕一郎会員、植野教夫会員、道端孝治

会員、浅野晋良会員、小松玲子会員、

寺田信弘会員、木村知弘会員

台風がまた来る様なかんじです。

もう来ないでください。

川野隆祐会員

昨日、台中中区ＲＣの仲間が奈良に来られ

ました。幹事と少しだけアテンドして来ました。会

長ありがとうございました。ニコニコ

下村由加里会員

キュリオスでは〝まご達″がたいへんお世話に

なりました。とても楽しかったようです。ニコニコ

①例会変更情報は、表の座席表と共に掲

示しております。

また、ホームページの会員ページにも掲載

しておりますのでご覧下さい。

②次週9/6は18時から沙山華での例会と

なりますのでよろしくお願いいたします。

③9/6第5回理事会は沙山華にて17時から

行います、理事役員の皆様よろしくお願い

いたします。

④奈良県赤十字センターから献血の協力

お願いが届いております。採決予定表をご

覧にないたい方は猪上迄ご連絡下さい。



第1回クラブフォーラム

■議題

社会奉仕事業の継続性について

今回のフォーラムでは、長期計画（年度内では終了せず数年かけて完了、結果のでる事業）で行う

社会奉仕事業についてお考え下さい。

事業例：京都洛西RCの竹穂垣の補修及び竹林整備事業は２０年

ちなみに、我がクラブが近年実施している社会奉仕事業は、年度内で完了できる事業です。

■質問

①継続事業についてどのように考えられますか？

a. 社会奉仕事業は単年にすべきである。

回答者への質問：何故単年にすべきと思われますか。

b.  数年間の継続事業はよいが、ある一定期間をもって終了させるべきである。

回答者への質問：何故一定期間をもって終了させるべきだと思われますか。

c.   地域のニーズがある限り継続しても問題ない。

回答者への質問：何故継続しても問題ないと思われますか。

d. 継続事業は別の移管先へ移すべきである。

回答者への質問：何故別の移管先へ移管と思われますか。

②継続事業の期間は何年が適当と考えますか？ （アンケート結果のみを発表してください。）

a. １５年以内

b. ５～７年

c. 必要なら何年でも

d. ５年まで

＜2018年第1回クラブフォーラム＞ 猪上 正孝幹事

本日のクラブフォーラムは、「社会奉仕事業の継続性について」フォーラムを行っていただきます。

この議題は2/4に地区の社会奉仕委員会会議で取り上げられた議題です。

国際ロータリーでは、社会奉仕事業は一定期間経過後の事業について、他の団体などに委譲することを推奨

しています。そうすることにより、今地域に必要とする新プロジェクトに携わることが可能との指針があります。

しかしながらクラブの力量や移管先が存在しないなどから多くのクラブでは継続して行っているのが実情です。

他のクラブでは、複数年にわたって行われている継続事業は多く存在します。継続事業の継続年数はまちまち

で、中には40年を超えて実施しているクラブも8クラブあるそうです。

ちなみに、我がクラブでは近年実施している社会奉仕事業は、年度内で完了できる事業です。

今回のフォーラムでは、長期計画（年度内では終了せず数年かけて完了、結果の出る事業）で行う社会奉仕

事業についてお考えください。

＝手順＝

１．テーブルごとにリーダーを選出してください

２．議題をお読みいただき、①の質問についてアンケートと選んだ理由について、②の質問では、アンケート

のみに回答いただき、フォーラムを行ってください。後ほどリーダーに発表いただきます。



第1回クラブフォーラム（発表）

＜各テーブル報告＞

第１テーブル代表：金田会員

質問①

a.（5人中0人）

b.（5人中3人） ・目標を設定して計画を考えるのであるから、当然、一定期間となる。

・年度が代わると、考え方がころっと変わるということが、過去にもあった。

だから、５年～７年で見直すべきである。

・形が残るものは、移管先を考えておく必要がある。

・継続すると、相手の要望が年々高くなる。

・来年５０周年なので、単年度事業と並行して継続事業を考えてもよいのではないか。

c.（5人中1人） ・事業計画があって、目標を設定するのですが、

奉仕は相手があるもので、当然主体は相手側となるべきである。

相手のニーズがあるのだったら、継続すべきである。

d.（5人中1人） ・継続事業であっても、クラブとしては単年度で終わらせるべきである。

以降は、別の移管先に継続して頂くのがよい。

質問②

b.（5人中3人）

d.（5人中2人）

第２テーブル代表：松山会員

質問①

a.（6人中4人） ・ロータリーは基本単年であるから

・メリハリがあって良い。いろいろな事業を経験して、良い事業が見つかるのでは。

・ずるずると継続するといけない。

b.（6人中5人） ・期限を切ってすべき。

・会長、次年度会長、次次年度会長の3年で連携して継続できる。

グローバル補助金が使用できる。

・単年と複数年の両方でするほうが良い。

ｃ.（6人中0人）

d.（6人中6人） ・３年以上は移すべき。

・内容による

質問②

c.（6人中2人）

d.（6人中4人）



第1回クラブフォーラム（続き）

第３テーブル代表：相澤会員

質問①

a.（6人中5人）

事業内容にもよるが、単年度ごとに考える方が新たな思いで、新たな事業を行うことができるのではないか。

そうはいっても、我がクラブ特有の奉仕事業を決めて、我がクラブの色を出した奉仕事業をしたい。

しかし、ある程度継続するということは、担当者も何年か担当してもらうこととなり、結果的にその担当者が

疲弊 することや、その担当者しか事業の進め方が分からないという事態になりかねない。

よって、継続事業を行うと しても、数年で事業内容の見直しや、担当者の引継ぎが必要ではないか。

質問②

b.（6人中6人）

グループの中で、奉仕事業の内容として、地域の健康促進を目的に掲げ、ウォーキング大会なども

社会奉仕事業として良いのではないかという意見も出た。

第４テーブル代表：笹本会員

質問① （b.～d.はもし継続事業をすると仮定してと聞きました。）

a.（7人中4人） ・長い時間をかけると内容が解らなくなる。

・一事業に偏る可能性がある。

・1年で成果が見えた方がわかり易い。

b.（7人中7人） ・一定期間で成果を見る必要がある。

・行う事業によって変わると思う。

c.（7人中7人） ・内容にもよるが地域の要望によって決めればよいと思う。

・成果を見て決めたら良いのでは。

d.（7人中7人） ・移管先があれば移していいと思う。

・成果を見て継続が必要かどうかを判断して、なおかつ移管先の選定も

しっかりしないといけない。

質問②

d. （7人中7人） ・奈良西のテリトリーで長く続ける事をやってみる。

・単年で終わる委員ではなく数年単位で委員を継続して担当する。

・海外のロータリークラブと共同で企画してみたい等。



第1回クラブフォーラム（続き）

（担当：松山、オフォス　）

第１１回 （通算 ２３３６回）例会

例会日 平成３０年９月１３日（木）

第1回クラブデー

第５テーブル代表：林会員

質問①

a.（5人中5人） ・当クラブは夜間例会のクラブで昼間は参加できにくい。

b.（5人中5人） ・同じ人が継続して委員として担当しなければ続かない。

c. （5人中5人） ・地域と共にできるような事業があればよいが。

d.（5人中5人） ・移管先が見つからないので移管先をつくっていかなければならない。

質問②

d.（5人中5人）


